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研究の目的 儷ﾈﾋｸ暹/h/�ﾜHﾋｸ,X*ｸ.�6h5x5�8ｸ7�985h5�6X8�/�ｨ駅�+X+ﾘ����,�*�*"�て，システムの活用目的や事例を示し，システムを活用することによっ 

て明らかになった児童の実態や教師の気付きを報告する． 
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実践者名 ��h自)逸(,i:�+b�

対象者 �+ynﾈﾊyM�ﾖｩ*ﾉzykI~y=�抦ｧxﾕ｣)D��h�土kﾈ�｢�

実践期間 �#���D纔ﾈ���#��)D�8ﾈ��

実践研究の 方法と経過 ���)D��h髯;cykﾈ/����ｸ,��8�CX5�ﾈ�,�.ﾘ+ﾘ,�,H�9Uﾈﾋｸ暹/h/�ﾜHﾋｸ,X*ｸ.�6b�

ジタルペンシステムを活用して国語・算数・図画工作・特別活動（学級 

会）の授業を行った．授業軋児童にデジタルペンで問題の解法や解を 

記述させ，記述内容を一筆ずつ再現して過程や結果の正誤判定をしたり， 

比較検討をしたり，多様性を把握したりした．実践期間を終えて実践を 

整理して振り返り，．システムを活用することによって明らかになった児 

童の実態や教師の気付きを明らかにした． 

実践から 得られた 知見・提言 �6h5x5�8ｸ7�98,ﾈ5h5�6X8�/�ｨ駅�+X+ﾙgｸ����,�,ﾘ�8鵁,ﾈ.h*H,�<�*X*ｨﾊ��

られた． 

（1）再現機能の活用に当たって①過程の正誤判定　②過程の比較検討，③ 

結果の比較検討，④説明をしやすくするという目的で活用していた． 

（2）本学級は少人数であるため，教師はすべての児童に目が届いているよ 

うに感じていたが，表現過程の再現機能によって見過ごしがあること 

を発見できた． 

（3）発表時に表現過程の再現機能を活用すると，児童は発表しやすくなる 

と同時に，内容のまとまりで区切りをつけることを意識するようにな 

り，相手の理解を確かめながら発表するようになる姿が見られた． 
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1．はじめに

もし，児童が文章や図を表現した過程を容易に再現して見ることができれば，児童にと

っても教師にとっても，新たな学習や指導の可能性が広がるのではなかろうか．最近活用

されるようになったデジタルペンは，これを実現してくれる新たな学習ツールである．デ

ジタルペンのペン先には小型のカメラが内蔵されており，そのカメラが専用紙のいわば座

標を読み取ることによって，描画した通りに軌跡がコンピュータに送られて記録される．

記録データを用いれば，コンピュータ画面上で表現過程を再現することができる．

たとえば漢字テストで活用すれば字形や点画だけでなく筆順の正誤判定に活用できるし，

プロジェクターで拡大して児童に提示すれば，表現過程を共有したり，どのように間違え

てしまったのかを児童自身が振り返ったりするためにも役立つ．

本研究の目的は，表現過程を再現できるデジタルペンシステムを活用した実践において，

システムの活用目的や事例を示し，システムを活用することによって明らかになった児童

の実態や教師の気付きを報告するものである．

2．デジタルペンを活用した実践

2．1活用した機器

次の機器を普通教室に設置して活用した．

デジタルペン：児童一人1本（図2）

デジタルペンシステム：OpenNOTE（ノートパソコン）一式

大型提示装置：1台

デジタルペンは無線でノートパソコンと接続される仕組みになっている（図1）．

図1　機材の設置状況 図2　デジタルペン

2．2授業の実施

2011年9月から2012年3月に飯綱町立牟礼西小学校2年生1クラス7名を対象に実践

を行った．第一著者である担任が授業をした．期間中に行ったデジタルペンを活用した授

業は27時間であった（表1左側）．その内訳は国語5時間，算数15時間，図画工作3時

間，特別活動（学級会）4時間であった，

授業直前にシステムが起動され，開始時にデジタルペンと専用紙が児童に配布される．
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児童は，学習活動を始める前にデジタルペンで専用紙上に点を打つ．この一打点によって

デジタルペンとシステムの通信が開始される．教師はコンピュータ画面で，全てのペンと

システムの通信が接続したことを確認し，学習活動の開始を指示した．その後児童は，学

習課題や活動に応じた文字や図を専用紙に記した．児童が記述を終えたら，児童が書いた

内容を拡大提示して，表現過程や表現結果を再現させながら児童に説明させたり，話し合

ったりする一斉授業を行った．

2．3　ワークシート

ワークシートにはA4版のデジタルペン専用紙を用いた．専用紙は片面使用で使用面が

決まっており，用紙の上下を示すガイドが印刷されている．本実践で用いた専用紙は全面

に1cm方眼が薄く印刷された，用途を選ばない汎用タイプである（以下無地用紙と称す）．

児童に配布したワークシートには，無地用紙の場合と，教師が無地用紙の上に問題や記

入枠を印刷した場合があった（表1中）．それらのワークシートに児童が記入した例を，

表1　デジタルペンシステムの再現機能を活用した実践

授 業 番 号 們��邊�?｢�教 科 等 �%�ﾋ99��ワークシート 　　○ヽ 倬�;h*ｨ��*(+ﾙ>�vS��活用目的 

（丁ンタルベン 専用紙） 僊 �"�C 韮�

1 祷ﾈ�#i?｢�国語 亅�ｨ6X5�6s��問題 亅�ｨ���ﾖ��｢�◎ �� ��

2 祷ﾈ�#i?｢�国語 亅�ｩ�ｸ��無地用紙 亅�｢�● �� ��

3 祷ﾈ�#i?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�-�*ｸ+H/�Yﾈ��無地用系氏 冢)��,h��9ｨ�俛�(�｢�◎ ��ﾒ� ����

4 祷ﾈ�#i?｢�国語 倩ﾘ�X*�*�*ｸ*ﾘ,�*�.ｨ�b�無地用紙 倩ﾘ,ﾉgｹ[h,hｫI�ｨ���ﾔ8�｢� ��◎ ��

5 祷ﾈ�#y?｢�特活 从ｹ��,ﾈｯ9eﾘﾊ9zxﾈ�-��6枠用紙 �4�486h4����ﾖH�｢� ��◎ ��

6 祷ﾈ�#y?｢�算数 �+ﾘ+X+H/���無地用紙 凛x��Tﾘ螽�X��9ｨ�YKｹ.��X�9�2�◎ ��ﾒ� ����

7 祷ﾈ�#�?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�"�無地用紙 凛x��Tﾘ螽�X��9ｨ�YKｹ.��X�9�8�俛�X�｢�◎ ��ﾒ� ����

8 祷ﾈ�#�?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�2�無地用紙 凛x��YTﾘ螽�X��9ｨ9�Y.��X�9�2�◎ ��ﾒ� ����

9 祷ﾈ�3�?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�B�無地用紙 凛x��YTﾘ螽�X��9ｨ9�.�.����9�2�◎ ��H�ﾒ� ����

10 祷ﾈ�3�?｢�国語 ��X*�,�+ﾘ.x*(*(,�+�/�,�.�,ﾈ�b�無地用紙 兌h��X､x���ﾖh�｢� ��◎ ��

11 祷ﾈ�3�?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�XｭH��*(轌4R�無地用紙 冢)��,h��9ｨ�8��d�,ﾉ��k����ﾖx�｢�◎ ��ﾒ� ����

12 ���ﾈ�9?｢�算数 估ｨ.�ｨ*ｨ.�,ﾈ*�.�-�*ｸ螢�D��h,ﾉYﾈ��無地用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.����ﾖ��｢�● �� ��

13 ���ﾈ�9?｢�算数 估ｨ.�ｨ*ｨ.�,ﾈ*�.�-�*ｸ螢�ｧxｯｨ,ﾉYﾈ��無地用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.��●■ �� ��

1■4 ���ﾈ紵?｢�図工 �*�-ｨ+�.�岑��*ｳ��無地用紙 丶r� ��◎ ��

15 ���ﾈ紵?｢�図工 �*�-ｨ+�.�岑��*ｳ"�無地用紙 丶r� ��◎ ��

16 ���ﾈ紵?｢�図工 �*�-ｨ+�.�岑��*ｳ2�無地用紙 丶x�����｢� ��◎ ��

17 ���ﾈ繦?｢�算数 �-�*ｸ+H/���3枠用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.����ﾖｨ�｢�◎ ��ﾒ� ����

18 ���ﾈ繦?｢�算数 ��ｧxｯｨ6�8ｨ8ｳ#2�無地用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.��● �� ��

19 ���ﾈ��9?｢�算数 �-�*ｸ+H/�"�3枠用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.��◎ ��ﾒ� ����

20 ���ﾈ��I?｢�算数 �-�+8*ﾈ/�2�3枠用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.��◎ ��ﾒ� ����

21 ���ﾈ��y?｢�算数 �+ﾘ+X+H/�-�*ｸ+H/��3枠用紙 冢)��,h��9ｨ�9Kｹ.��◎ ��ﾒ� ����

22 ��ﾈ�#I?｢�算数 仞8ｾ8/�ﾔﾈ+�,B�問題 弌�9ｨ�8��d�,ﾉ��k����ﾖｸ�｢�◎ ��ﾒ� ����

カ ��ﾈ�#I?｢�国語 亅�ｨ6X5�6s"�問題 亅�｢�◎ �� ��

24 �(ﾈ�#�?｢�特活 乂x�JﾙUﾈ檍,ﾈﾇh枌�無地用紙 �4�486h4����ﾖﾈ�｢� ��◎ ��

25 �(ﾈ�#�?｢�特活 乂x�JﾙUﾈ檍��ﾈ�,ﾈﾇh枌�無地用紙 �4�486h4�� ��◎ ��

26 �8ﾈ��9?｢�特活 �8ｧxｯｨ*逢�+X-ﾘ檍,ﾈﾇh枌�無地用紙 �4�486h4�� ��◎ ��

27 �8ﾈ��9?｢�算数 �<x-ﾘ竧.伜ｩ�H�兌h����｢�問題 弌�9ｨ�8��d�,ﾉ��k����ﾖﾘ�｢�◎ ��ﾒ� ����

活用目的　　A過程の正誤判定　　　　　　C結果の比較検討　　　　　　　　　　◎教師と児童

B過程の比較検討　　　　　　D説明をしやすくする　　　　　　　　　　●教師のみ

◆児童のみ
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図a　漢字（問題）

図d　アイデア（6枠用紙）

図g　問題と解答，解法の

説明（無地用紙）
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図h　問題と解答，判定（無地用紙）
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図3　児童が書いたワークシートの例
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図3に示す．図3の図aから図mは，表1の「児童が書いた内容」欄に示した記号に対

応している．

2．4活用の目的

小塚（2011）らは小学6年生を対象に，デジタルペンで描画の過程を記録し，児童が互い

の描画過程を再現して見合う活動を行った．その結見　互いの描画過程から学んだことが

児童自身の制作に大きな影響を与えていた．また東原（2011）は思考過程を可視化して共有

することが，他の学習者の思考を促すと指摘している．

そのため，本実践では，教師と児童それぞれが，最終的な表現結果だけでなく表現過程

を括用する場面を多く取り入れようとした．

本実践で，表現過程と表現結果がどのような目的で活用されたのかを分類したところ次

のようになった．「過程の正誤判定（如上「過程の比較検討（B）」，「結果の比較検討（C）」，「説

明をしやすくするの）」の4種類である．仏）から（C）は，教師のみ，あるいは教師と児童の

双方の，（D）は児童のみの活用である．各実践がどの目的に当てはまるのかを表1右側に示

した．なお，本実践では結果のみを表示して「正誤判定する活用」は見られなかった．

（刃から（D）のそれぞれについて述べる．

（1）過程の正誤判定（刃

学習したとおりの手順が習得されているかどうかや，結果に至る過程が正しいかどうか

を判定するものである．この活用によって，本兎過程と結果の両方が正しくないと正答

と言えないにもかかわらず，結果だけの正誤評価になりがちであったものが，両方を判定

できるようになる．また，間違ったやり方で偶然に正答となっている内容を発見できるよ

うになる．

これを目的とした活用には，教師のみが借用する場合と，教師と児童の双方が活用する

場合がある．児童の実態を把握したり成績評価をしたりするのは教師による活用である．

また，教師が行った正誤判定の結果を児童に示す場合がある．これは児童に過程の間違い

を理解させ，正しい過程を習得させるためである．授業中に児童が解法や考え方を友に説

明し，相互評価をする中で，教師が正誤判定を行うこともある．

（2）過程の比較検討（B）

授業中に児童が表現過程を発表し合い，互いに比較して検討するものである．この活用

によって，これまでなかなか見えにくかった表現過程を繰り返し見ることができるように

なるため，児童は互いの過程の比較検討をしやすくなる．

この目的での活用は，教師と児童の両者が行う．教師は児童の実態を把握して児童に必

要な指導を行う．児童は，授業中に解法や考え方を友に説明し，相互に比較検討を行う．

本実践では，算数の授業はほとんどがこの目的で活用されている．

（3）結果の比較検討（C）

授業中に児童が記した結果を表示して，互いに比較検討する活用である．児童が記述し

た内容をそのまま電子黒板などに一覧表示できるため，比較検討の活動が効率よく行える．
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教師は，これにより児童の実態を把握して必要な指導を行い，児童は互いに提案した内

容を比較検討する．本実践には，学級会の話し合いで児童が考えたアイデアを一覧表示し

て，比較検討して集約したり選択したりした例がある．

（4）説明をしやすくする（D）

児童が自分の解法や考え方を発表するときに，説明しやすくするためのものである．こ

の活用によって，自分が記述した順に再現させながら話せるようになるため，つまること

なく発表することができる．算数のほとんどの授業でこの活用が行われた（後述事例3，2）．

31再現機能を活用した具体例

3．1漢字テストと練習での活用

（1）筆順の診断

漢字テストをデジタルペンで解答さ

せることによって，筆順が正しいかど

うかを診断した．字形のみを正誤判定

表3　漢字テストの結果

問題（10問） ��髓�B児 �8髓�D児 嚢髓�F児 肺髓�

字形のみの正誤判 定による正答数 ����8 途�9 �"�1 唐�

筆順の誤答数 ���2 ���0 ���0 �"�

した場合は表3の上段のような正答数になるが，そのうち，筆順まで判定の基準にすると

何文字が誤答になるかを下段に示した．

教師は普段の様子からB児の筆順の間違いを予想できていたが，G児についてはこの実

践で初めて誤答に気づくことになった．G児は日頃から漢字テストの点数が高かったので，

筆順も正しいだろうと思い込んでいたためである．本学級はわずか7人の少人数であるた

め，教師はすべての児童に目が届いているつもりでいたが，見過ごしがあったことを発見

できた。この漢字テスト以降，教師はG児の学習の様子を注意して見るように変わった．

（2）漢字練習のモニタリング

児童が誤った筆順や字形で漢字練習を続けてしまわないように，練習時にデジタルペン

を活用させた。練習中に誤りを発見した時に，ただちに指導することができるからである。

教師は7名の児童の漢字練習の様子を教卓のノートパソコンの画面（図4）からモニタ

図4　複数児童の漢字練習の様子を画面上でリアルタイムでモニター
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ーした．診断テストで「長」の字の筆順を誤っていた二人の児童（表3）について注目し

ていたところ，幸い二人とも正しい書き順で練習していた．

教師が7名全員の筆順の正誤を一度にモニターすることができたのは，児童数が少ない

ためだけではない．むしろ，同じ字を1行に8回ずつ丁寧に書かせる練習を課したことに

よって，教師が児童の筆跡をモニターできるチャンスが多かったことと，8ますの練習用

紙に葺いた字の大きさが，7名の画面を一覧表示（図4）しても十分に筆跡が判別できる

大きさであったことなどの条件が重なったためと考えられる．

一字の練習回数が少なかったり，字が小さかったりすると，一斉にモニターすることは

難しくなる．筆順に誤りが見つかった児童のみが，練習時にデジタルペンを使うとか，筆

順をまちがった文字のみを練習するなどの工夫により，教師がモニターしやすくなると考

えられる．

3．2筆算のやり方の発表での活用例

引き算の筆算問題をデジタルペンで解答させ，児童が計算の過程を一筆ずつ再現しなが

ら発表しあう活動を行った．A児は，図5①の丸印に示された“62－4”の筆算のやり方を

電子黒板の前で説明した．「58です」と説明をし終えたとき，友から「よく分からなかっ

たので，もう一度お願いします（①）」と要望があった．そのためA児は，コンピュータ

を操作して画面を最初に戻し，初めから再現しながら再度説明した．手で画面の一部分を

隠したりしながら（③），ステップごとに「ここまではいいですか？」と友に問いかけなが

ら説明した．最後に友から「わかりました（⑥）」という反応を得た．

このような，発表のために過程を再現させるいくつかの実践から感じられたデジタルペ

①「58です．どうですか」「よく分からな②

かったので，もう一度お願いします．」　す・」 きます．ここまではいいですか？」「いい

です」

④「12－4をします．ここまでは，いい⑤「使わなかった50をおろしてきます」⑥「58です．どうですか？」「わかりま

ですか？」「いいです．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した．」

図5　友の要望に応えて，再度自分で再現箇所を示して解法を説明
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ンの活用の良さは，次のとおりである．

①普段は，次に何を言っていいのか分からなくなってしまう児童も，書いた順序で次々に

再現されたとおりに語ればいいので，発表しやすい．

②説明にふさわしい場所から再現したり，内容のまとまりで区切りをつけたりすることを，

児童は意識するようになる．その結果，友が理解してくれたことを確かめてから次のま

とまりの説明に進んだり，友からの質問に適切に答えたりするようになる．

③このようにして，児童は自信を持って，わかりやすく発表する力を高めていくことがで

きる．

4．おわりに

デジタルペンのシステムを活用した本実践には，次のような特徴が見られた．

（1）再現機能の活用に当たって①過程の正誤判定②過程の比較検覿③結果の比較検討

④説明をしやすくするという目的で活用をしていた．

（2）本学級は少人数であるため，教師はすべての児童に目が届いているように感じていた

が，表現過程の再現機能によって見過ごしがあったことを発見できた．

（3）発表時に表現過程の再現機能を借用すると，児童は発表しやすくなると同時に，内容

のまとまりで区切りをつけることを意識するようになり，相手の理解を確かめながら発

表するようになる姿が見られた．

表現過程を再現する機能により，これまでにはできなかった実態把握が可能となり，ま

た，児童が発表する力を向上させる指導牡の可能性を感じた．
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